
下 水 道 事 業 特 別 会 計
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決算額 増減率 決算額 増減率 決算額 構成比 増減率

1 使 用 料 及び手 数料 197,618 ▲ 17.8 183,924 ▲ 6.9 156,604 35.2 ▲ 14.9

2 国 庫 支 出 金 175,200 ▲ 37.7 92,640 ▲ 47.1 55,020 12.4 ▲ 40.6

3 繰 入 金 128,438 19.0 112,702 ▲ 12.3 156,959 35.3 39.3

4 繰 越 金 17,056 8.0 22,000 29.0 46,912 10.6 113.2

5 諸 収 入 17,284 ▲ 37.3 3,017 ▲ 82.5 738 0.2 ▲ 75.5

6 町 債 203,800 ▲ 34.5 115,900 ▲ 43.1 28,200 6.3 ▲ 75.7

739,396 ▲ 24.9 530,183 ▲ 28.3 444,433 100.0 ▲ 16.2

※　端数処理のため各構成比の合計が100％にならない場合がある。

歳 入 合 計

下 水 道 事 業 特 別 会 計 上　下　水　道　課

１．令和４年度　決算の概要

○　収入の状況

　大山崎町の下水道事業は、令和5年4月1日より官公庁会計から公営企業会計へ移行した。官公庁会計とは違い、令和5年4月1日以降の収入及び支出は令和5年度
に計上されるため、過年度と比較して令和4年度の決算額は少なくなっている。
　歳入総額は444,433千円で、そのうち主なものは使用料及び手数料として156,604千円、国庫支出金55,020千円、一般会計からの繰入金156,959千円、繰越金
46,912千円、諸収入738千円、町債28,200千円であった。使用料及び手数料については、前年度比▲14.9％であるが、これは法適用により令和4年度6期分が未収と
なったことと、過年度に引き続き、新型コロナウイルス感染症に係る支援策として、下水道使用料の減免措置を実施したことによるものである。なお、6期分の未収及び
減免措置による減収分については、一般会計繰入金により補てんされた。
　一方、歳出総額は324,565千円で、そのうち主なものは汚水施設管理費、桂川右岸流域下水道維持管理負担金等の管理費146,469千円、公共下水道管渠等調査
他業務委託、ポンプ場耐水化詳細設計業務委託料等の事業費33,085千円、町債の元利償還金等の公債費144,926千円であった。事業費については、前年度比▲
84.8％であるが、これは法適用により令和5年4月1日以降の委託料及び、工事費が未払となったことによるものである。また、財源である地方債についても、同理由によ
り減額となっている。

（単位：千円、％）

区 分
令和2年度 令和3年度 令和4年度
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決算額 増減率 決算額 増減率 決算額 構成比 増減率

1 総 務 費 3,955 144.6 114 ▲ 97.1 85 0.0 ▲ 25.4

2 管 理 費 165,549 ▲ 25.4 115,442 ▲ 30.3 146,469 45.1 26.9

3 事 業 費 400,306 ▲ 32.6 218,136 ▲ 45.5 33,085 10.2 ▲ 84.8

4 公 債 費 139,824 ▲ 2.5 136,620 ▲ 2.3 144,926 44.7 6.1

5 諸 支 出 金 7,762 19.1 12,959 67.0 0 0.0 皆減

6 予 備 費 0 - 0 - 0 0.0 -

717,396 ▲ 25.8 483,271 ▲ 32.6 324,565 100.0 ▲ 32.8

※　端数処理のため各構成比の合計が100％にならない場合がある。

決算額 増減率 決算額 増減率 決算額 構成比 増減率

18,889 2.1 10,460 ▲ 44.6 10,522 3.2 0.6

139,824 ▲ 2.5 136,620 ▲ 2.3 144,926 44.7 6.1

158,713 ▲ 2.0 147,080 ▲ 7.3 155,448 47.9 5.7

33,898 ▲ 15.1 33,700 ▲ 0.6 32,346 10.0 ▲ 4.0

450 ▲ 47.1 3,013 569.6 5,726 1.8 90.0

116,267 ▲ 29.2 68,383 ▲ 41.2 97,960 30.2 43.3

0 - 0 - 0 - -

391,426 ▲ 33.2 203,839 ▲ 47.9 33,085 10.2 ▲ 83.8

8,880 16.5 14,297 61.0 0 0.0 皆減

7,762 19.1 12,959 67.0 0 0.0 皆減

717,396 ▲ 25.8 483,271 ▲ 32.6 324,565 100.0 ▲ 32.8

※　端数処理のため各構成比の合計が100％にならない場合がある。

歳 出 合 計

○　目的別経費の状況 （単位：千円、％）

区 分
令和2年度 令和3年度 令和4年度

（単位：千円、％）

区 分
令和2年度 令和3年度 令和4年度

歳 出 合 計

貸 付 金

公 債 費

小計（義務的経費）

物 件 費

維 持 補 修 費

繰 出 金

人 件 費

補 助 費 等

公 共 下 水 道 事 業 費

流 域 下 水 道 事 業 費

○　性質別経費の状況
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（単位：％）

※　端数処理のため各構成比の合計が100％にならない場合がある。

○　歳入歳出決算構成比表　

自主財源

81.3

依存財源

18.7

繰入金

35.3

使用料及び

手数料

35.2

繰越金

10.6

諸収入

0.2

町債

6.3

国庫支出金

12.4

歳入

444,433千円

100％

義務的

経費

47.9

任意的

経費

52.2

公債費

44.7

人件費

3.2

公共下水道

事業費

10.2

補助費等

30.2

物件費

10.0

歳出

324,565千円

100％

維持補修費1.8
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(１) 目的別

(２) 借入先別

合 計 2,542,154 28,200 122,403 2,447,951

市 中 銀 行 316,162 39,174 276,988

地 方 公 共 団 体 金 融 機構 1,826,989 11,700 48,957 1,789,732

簡 易 保 険 25,434 2,008 23,426

財 政 融 資 資 金 282,024 29,236 252,788

(単位：千円）

区 分

令和3年度末 令和4年度 令和4年度 令和4年度末

現在高　　（Ａ） 発行額　　（Ｂ） 元金償還額　　（Ｃ）
現在高

（Ａ）＋（Ｂ）－（Ｃ）

合 計 2,542,154 28,200 122,403 2,447,951

流 域 下 水 道 債 426,854 16,500 32,027 411,327

公 共 下 水 道 債 2,115,300 11,700 90,376 2,036,624

２．地方債現在高の状況

(単位：千円）

区 分

令和3年度末 令和4年度 令和4年度 令和4年度末

現在高　　（Ａ） 発行額　　（Ｂ） 元金償還額　　（Ｃ）
現在高

（Ａ）＋（Ｂ）－（Ｃ）

そ の 他 の 金 融 機 関 91,545 16,500 3,028 105,017
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（単位：円）

有収水量 収入率

( ) (％)

196 1,287,541 627,303 22,508 637,730 48.72

318,097 5,914 32,153,132 32,122,310 30,822 99.90

296,897 4,221 22,760,310 22,760,310 0 100.00

341,314 5,931 37,018,210 36,999,582 18,628 99.95

336,577 4,336 28,499,041 28,911,293 -412,252 101.45

330,665 5,962 35,398,190 34,535,021 863,169 97.56

328,593 5,938 36,295,885 0 36,295,885 0.00

1,952,143 32,498 193,412,309 155,955,819 22,508 37,433,982 80.63

※　公営企業移行に伴い、年度をまたいで還付が発生した為、4期分の収入率が100％を超過している。

計

6 期 分

5 期 分

4 期 分

不納欠損額

滞 納 繰 越 分

3 期 分

1 期 分

2 期 分

収入未済額

３．下水道使用料収入状況調期別収入状況

件数 調定額 収入額
                                     内訳
  期別
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